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■事故発生件数及び死亡事故件数の推移

事業用自動車の事故概要事業用自動車の事故概要

□ 事故発生件数は、平成12年以降、高止まりの状態。
□ 死亡事故件数は、平成12年以降、減少傾向。
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■ バス事故件数推移

バス事故の概要バス事故の概要

□ バス事故件数は、平成12年以降、３千件を超える高止まりの状態
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■ バス事故の類型別事故発生件数の推移

□ 平成４年以降、他車との事故が約45%、単独事故が約40%で推移して
いる

449

399

413

445

411

432

479

475

591

594

582

619

593

1,120

1,178

1,228

1,218

1,188

1,185

1,203

1,311

1,496

1,661

1,548

1,631

1,573

902

1,015

1,094

1,026

1,118

1,107

1,123

1,100

1,365

1,411

1,429

1,507

1,557

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

H4

H5

H6

H7

H8

H9

H10

H11

H12

H13

H14

H15

H16

人との事故 他車との事故 単独事故

（件数）



4

50

56

44

43

33

33

34

38

38

54

33

35

37

393

400

432

430

434

413

460

482

512

559

508

557

558

129

163

149

149

146

132

141

150

171

193

193

190

198

200

198

206

205

195

201

181

216

225

267

263

284

231

230

225

243

272

245

289

264

263

347

345

325

329

327

118

136

154

119

135

117

123

162

203

243

226

236

222

0 500 1,000 1,500 2,000

H4

H5

H6

H7

H8

H9

H10

H11

H12

H13

H14

H15

H16

正面衝突 追突 出会い頭衝突

（件数）

■ バス事故の類型別発生件数の内訳

□ 単独事故
・単独事故では、車内事故

が74%を占めている。

□ 人との事故
・人との事故では、横断中が
・30%を占めている。

バスは、単独事故における車内事故の件数が増加・高止まり傾向。

□ 他車との事故
・他車との事故では、追突
・が35%、出会い頭衝突が
・13％を占めている。
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■ バス車内事故の発生傾向推移

□ 時間帯別
・日中が51%を占め、増加

・傾向。

□ 行動類型別
・発進が39% 、急停止が
・19%を占めている。

□ 性別年齢層別
・65歳以上の女性が47%を
・占め 、増加傾向。
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バス事故の傾向は、日中の時間帯において、発進時
における車内転倒等の事故が増加・高止まりの傾向
にあり、特に65歳以上の女性の被害者が増加してい

る。

■ バス事故の傾向

高齢者人口が増加する中で、６５歳以上の女性は日
中にバスを利用する機会が多いが、高齢者の行動特
性及び身体特性を踏まえた運転操作が徹底されてい
ないことが要因の一つと推測される。

推定される事故要因



7

■ タクシー事故件数推移

タクシー事故の概要タクシー事故の概要

□ タクシー事故件数は、平成12年以降、２万５千件超の高止まりの状態。

16,208
16,881

17,931
18,763

19,776
20,872

27,104

18,756

27,285

25,970
26,052

25,624

23,042

78 79 78
68

44 43

57 55

69

45

5756
61

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６

0

50

100

150

200

250

300

（総件数） （死亡事故  件数）

タクシーが第１当事者の
死亡事故件数

タクシーが第１当事者の
事故件数



8

■ タクシー事故の類型別事故発生件数の推移

□ 平成４年以降、他車との事故が約80%で推移している。
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■ タクシー 事故の類型別発生件数の内訳

タクシー 事故は、他車との事故件数が圧倒的に多く、中でも出会い頭

事故の件数が増加・高止まり傾向。

□ 人との事故
・人との事故では、横断中が
・56%を占めている。

□ 単独事故
・単独事故では、工作物
・衝突が33%を占めている。

□ 他車との事故
・他車との事故では、
・出会い頭衝突が28%、
・追突が24％を占めている。
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■ タクシー事故の発生傾向推移
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□ 曜日別

・月～金曜日の平均を1.00と
すると、土曜日は0.95、日曜
日は0.68となっている。
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■ タクシー事故の実車・空車別行動類型

□ 実車・空車別

・空車時の事故が圧倒的に多く、増加傾向。

・全事故に占める空車時の割合も増加傾向。

□ 行動類型別事故件数

• 空車時は、実車時に比べ、発進時、左に進
路変更した際及び右左折時の割合が多い。

• 実車時は、空車時に比べ、急停止・停止し
た際の割合が多い。11,316
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■ タクシー事故の相手別発生傾向

□実車時

・自動二輪・原付・自転車との事故が36％、乗
用車との事故が32％を占めている。

・空車時に比べ、単独事故が多い。

□空車時

・自動二輪・原付・自転車との事故が52％を

占めている。
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タクシー事故の傾向は、交差点における出会い頭事
故が増加・高止まりの傾向にある。また、空車時にお
ける事故が約７５％を占め、その中でも二輪車及び自
転車との事故が増加傾向にある。

■ タクシー事故の傾向

空車時において、常に利用客を意識した運転傾向に
あるため、被視認性や安定性がよくない、すり抜けを
行う、一時停止を怠る等の二輪車及び自転車の特性
に対する注意力が低下していることが要因の一つと推
測される。

推定される事故要因
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■ トラック事故件数推移

トラック事故の概要トラック事故の概要

□ トラック事故件数は、平成12年以降、３万５千件超の高止まりの状態。
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■ トラック事故の類型別事故発生件数の推移

□ 平成４年以降、他車との事故が約90%で推移している。
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■ トラック事故の類型別発生件数の内訳

トラック事故は、他車との事故件数が圧倒的に多く、中でも追突事故の件数が増加・高止まり傾向。

□ 他車との事故
・他車との事故では、追突が
・54%、出会い頭衝突が14%
・を占めている。

□ 単独事故
・単独事故では、工作物
・衝突が62%、駐車車両
・衝突が18％を占めている。

□ 人との事故
・人との事故では、横断中が
・58%を占めている。
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■ トラック事故の発生傾向推移

□ 時間帯別

・日中が42%を占め、増加し

ている。

□ 曜日別

・月～金曜日平均を1.00と
・すると、土曜日は0.70、日
・曜日は0.32となっている。
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□ 行動類型別

・等速での件数が50％を占

・めている。
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■ トラック追突事故の時間帯別件数

□ 事故件数

・８～16時の日中が約58％を占めている。
・危険認知速度は低速が多く、30km/h以下が

39％、30～60km/hが51％を占めている。

□ 大型貨物車追突事故件数 □ 大型貨物車追突死亡事故件数

□ 普通貨物車追突死亡事故件数□ 普通貨物車追突事故件数

□ 死亡事故件数

・２～６時の深夜早朝が42％を占めている。
・危険認知速度は60～90km/hが36％、 90km/h超
が21％を占めている。
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トラック事故の傾向は、平日の日中の時間帯における
追突事故が増加・高止まりの傾向にある。特に追突に
よる死亡事故については深夜～早朝の時間帯が多い。

■ トラック事故の傾向

推定される事故要因

長時間労働等の過労により居眠り運転や覚醒レベル
の低下を招き、前方の安全不確認等の漫然とした運
転行動が要因の一つと推測される。


